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ビジョンクエスト株式会社 代表取締役社長 佐佐 將行 氏

KPMGビジネスアシュアランス株式会社
ディレクター 田口 篤 氏

日本ヒューレット・パッカード株式会社
チーフ・プライバシー・マネージャ 佐藤 慶浩 氏

2005年4月の個人情報保護法施行を目前に控え、企業の情報リスク
マネジメントに対する意識が問われる今、トップマネジメントが真剣に
取り組むべき経営課題＝情報リスクマネジメントの現状について、3人
の専門家が語る。

俯瞰する男たち

11 今こそ、匠の「勘性」を磨け！

長野県知事、作家　田中 康夫 氏

利用者の視点に立ったサービスに言及し続けてきた田中康夫氏が長
野県知事に就任して4年。「行政は最高のサービス業」と言い切り、道
なき道を行く異能の知事の信念と勘性の源に迫る。

Case Study

14 どんな状況でも最高のポテンシャルを引き出す
BMWウィリアムズ F1チームを支える
HPのテクノロジーとサービス
BMWウィリアムズ F1チーム

2004年、日本F1グランプリ決勝。台風の影響で予断を許さない路
面状況のなか、ラルフ・シューマッハ操るBMW FW26は見事、2位
入賞を果たした。この高い変化適応力をシステム面で支えたのが、

HPのテクノロジーとサービスだった。

HP Information 1

17 米国ハーバード・ビジネススクールとのコラボレーションによる
「第1回 HPエグゼクティブ・アカデミー」開催！

“Squeak”を用いた教育プロジェクトをサポートする
ボランティアチーム「HP-Squeakers」がスタート！

米国ハーバード・ビジネススクールのF・ウォーレン・マクファーラン教
授を招聘して開催されたセミナーの概要をレポート。

HPのシニア・フェローでもあるアラン・ケイ博士が開発した教育プロ
ジェクトを支援する社内ボランティア組織「HP-Squeakers（スクイー
カーズ）」のキックオフセレモニーの模様をレポート。

HP Information 2

18 経営課題となったセキュリティ
柔軟・強固なセキュリティ・ソリューションによって
安全なビジネスの継続をサポート

日本ヒューレット・パッカード株式会社
コンサルティング・インテグレーション統括本部
ネットワークシステム本部 セキュリティソリューション部
ビジネス開発担当マネージャ　栗田 晴彦

侵入防止を重点にした要塞型のセキュリティ対策から、マネジメントも
含めた全方位のセキュリティ対策へ。柔軟かつ強固なセキュリティ・ソ
リューションで安全なビジネスの継続をサポート。



日本ヒューレット・パッカード株式会社
チーフ・プライバシー・マネージャ

佐藤 慶浩氏

今や情報リスクマネジメントは、単なるITの一課題では

なく、トップマネジメントが真剣に取り組むべき経営課題

だ。2005年4月に施行される個人情報保護法を目前に

控え、待ったなしの情報リスクマネジメントへの取り組み

を、3人の専門家に語っていただいた。

ビジョンクエスト株式会社
代表取締役社長

佐佐 將行氏

KPMGビジネスアシュアランス株式会社
ディレクター

田口 篤氏
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情報セキュリティについて：

「情報」そのものの持つ意味が変わった

田口　昨今の個人情報に関するセキュリティ問題が増えて

いる原因は、いろいろな要素が積み重なった結果です。ま

ず、同窓会名簿や社内報など、今まで価値があると思って

いなかったものが、セグメントマーケティングされた価値あ

る情報になるということに世の中全体が気づいたこと。も

う1つはやはり業務の IT化です。アナログ情報は携帯性や

伝搬性が今ひとつでしたが、電子データは大量の情報を一

瞬にして広範囲に伝搬できる特質がありますから、容易に

情報が外部に出やすくなったことが挙げられます。

佐佐　同感です。買う人がいるから、売る人が出てくる。直

接、手を下すような悪事とは性質が異なりますから、罪の意

識もなく安易に売る人が出てくる。さらに、携帯メールや電

子メールなど、郵便やFAXに比べてコストがかからない形で

個人へのアクセスが可能になり、数千人に対するアプローチ

が短時間にできてしまう。良くも悪くも、そういう環境が社会

的に整ってしまったわけです。

佐藤　お二人の話の前提として、各企業において機密情報

流出への対策がとられるべきであったところに、個人情報

に対する価値観の変化が起きたということですね。企業の

機密情報には自社所有のものと、預かり情報の2種類があ

ります。自社が機密だと思っているものは、外から見るとど

んな情報があるのかがよくわからないので狙われにくい。

箱の中に情報があって特に鍵をかけていなくても開けてみ

ようとする人は少ない。それに対して個人情報は必ずどこ

の企業でも持っていますし、箱を開ければどれが個人情報

かもすぐにわかる。両者とも同じく鍵がかかっていないとし

ても、後者のほうが箱を開けようとする人が多く、狙われや

すいわけです。つまり、個人情報が狙われるようになったこ

とで、行われるべきであった対策の不備が顕在化したのだ

と思います。

システム運用フェーズからも情報は流出する

田口　セキュリティマネジメントにおいて、外部委託先との

関係見直しが重要になっているという印象を受けます。人的

リソースをコアコンピタンスに集中ということで、本業以外

のところはアウトソーシングに出すことが効率的な経営と目

されるようになりましたが、効率性ばかりを求めて外部委託

先や協力会社に対する管理がおろそかになった点も、セキュ

リティマネジメントを脅かす原因です。

佐佐　やはり、運用に絡む部分が漏れ口になっているケース

が多い。しかも、運用を受けた会社がさらに外注した先の犯

罪になってしまっているケースが目立ちます。コスト優先で

「誰でもいいからこの予算でやってください」という風潮が

それに拍車をかけている。コストセーブの名の下での買い

手市場で、実際に実務を担当している人は満足のいくような

報酬がもらえなくなっています。その結果、モラルが下がっ

たり、その元になる生活基盤のレベルが下がり、とにかくお

金が欲しくて売ってしまうわけです。

　ただ、発注者としては安全性を犠牲にしてもコストを抑え

たいという決断も当然あるでしょう。その結果、発注した側

の責任が問われない点に大きな問題があると思います。交

通事故でいうところの「過失相殺」、被害があった側にも何

らかの過失責任があるという考え方は全くなく、常に「受注

業者に問題があった」という責任転嫁のいい方になる。発注

者側はその業者を選んだ自分たちの責任を引き受けようと

しないのです。

　また、セキュリティは結局、インプリメンテーションそのも

のよりも、継続性、オペレーションの部分が大事ですから、

ルールを定めてそれを守らせるような教育や監視が必要に

なります。人に任せたら、より一層監視しないといけないの

です。ですから外部委託先に任せたら、任せたなりの監視を

行うことが必要です。しかし、日本では企業間で「責任を持

ちます」という契約をするだけで、その後のフォローをきっ

ちりしていないのが現状です。

佐藤　その通りだと思います。業務委託の場合、発注者がど

ういう安全管理の処置をするか、本来であれば仕様書で指

定しなければいけない。法律には「必要かつ適切な措置を

講じなければならない」とあるだけ。発注者側の仕様書に具

佐佐 將行（さっさ・まさゆき）氏
1963年生まれ。早稲田大学卒。三菱商事に入社し情報システム部門で社内
システムの設計・開発・運用に従事。1993年、ITコンサルティング専門企業で
あるビジョンクエスト株式会社を設立し、現在代表取締役社長。2002年の
ワールドカップサッカー大会のITシステムでは、招致提案から大会運営までの
全フェーズにかかわる。ワールドカップ期間中はサイバーテロ対策導入運営責

任者としてセキュリティ確保に尽力。
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体的な指示がない限り、情報セキュリティの意識がなかった

り軽視する会社のほうが安く受注できますから、意識の高い

業者より受注しやすい構図になる。発注時の指示をおろそ

かにしたら受注側が全面的に責任をとらなければいけませ

んが、理想論をいえば、発注者が発注時に想定しなかった情

報セキュリティの問題が受注側で発生した場合、その責任は

発注者にもあるという意識を高めていくべきだと思うので

す。発注者が詳細に指示すれば、当然その対価を支払う覚悟

をしなければなりません。安全は無償ではないといわれて

久しいのに、実際には、安全措置に対価を支払う意識が低い

のが現状です。

情報リスクマネジメントを成功させるポイント

田口　情報セキュリティについては、実は2000年に一度、

山が来ているのです。そのとき、情報セキュリティの管理体

制を決めて、セキュリティポリシーを整備しようという動きが

だいぶ活発に行われました。ただ、そのときからセキュリ

ティの管理レベルが向上していないような印象があります。

今、うまくいっている企業は、ルールを決めて体制を作った

あとで業務の中にうまく具現化できているところです。例え

ば、伝統的に金融機関はしっかりと取り組まれていますし、そ

の次にしっかりしているのは IT関連の企業でしょうか。

　情報リスクというのは、発現機会がエンドユーザというか

社員一人ひとりにあることが、ほかのリスクとの大きな違い

です。重要なファイルをメーリングリストにばらまいてしまっ

たり、社外の掲示板に秘密情報を書き込んだり。ですから、

どうしてセキュリティコントロールをしなければならないか

という部分も含めて、自分たちの業務の中で注意すべき点

を、現場レベルで一人ひとりが自律的に判断できている企業

は、この管理がうまくいっていますし、その後の運用もうまく

いっています。教育研修が的確に遂行される必要を痛感し

ますね。

佐佐　私がかかわった情報セキュリティの成功事例として、

唯一具体的に申し上げられるのは、2002年ワールドカップ

の組織委員会です。チケットの購入申し込み者情報は発行

枚数の百何十倍、さらにボランティアも数万人いて、いざと

いうときいつでも連絡がつくように、かなりプライベートな

部分を含んだ個人データが入力されていました。しかし、ど

ちらの情報についても、集めてから最終的に廃棄するところ

まで、何事も起こりませんでした。

　民間の企業、自治体、役所など、カルチャーが違うところか

ら多くの構成員が集まってきたにもかかわらず、なぜこの運

「情報リスクマネジメントの確立には、信頼できる相談相手を確保すること。
そして、社長自らが社内にメッセージをきちんと伝えることが大事です」（佐佐氏）
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営が成功したかといいますと、皆が目的を明確に共有してい

たからです。ワールドカップを成功させる。韓国と一緒にや

る以上、みっともないことはできない。この2つが一人ひと

りのモチベーションを非常に高めたように思います。

　つまり、成功させるために一番大事なことは、トップから現

場までの事業に関する共通認識の確立です。それができれ

ば、会社の事業を誇りに思い、その成果を自分の誇りと受け

止め、そのためにやるべきこととそうでないことを各自で判

断できる。特にセキュリティは、個人の意識やモラルに左右

されやすい部分です。IT技術でもブロックできるとはいえ、

最後は人間の問題になると思います。

佐藤　情報セキュリティの成否は、やろうとしていることの

枠組み（フレームワーク）をちゃんと設計しているかどうか

にかかっています。情報セキュリティ予算を使っていたとし

ても、それにムラがあると効果が出ません。そのムラを見渡

すための枠組みが必要です。

　例えば、不正アクセス対策の枠組みとしては、①無許可の

アクセス：与えていない許可を破って不正アクセスする場

合、②アクセス権限の悪用：業務上与えた許可を本来の業務

以外のことに悪用して不正アクセスする場合、です。無許可

のアクセスに対しては、主として技術的防御対策を強化しま

す。一方で、アクセス権限の悪用に対しては、運用上の対策

も必要です。アクセス記録を残し、悪いことへの抑止をする

ことも重要ですが、例えば、毎日、1,000件のお客さんの

データにアクセスすれば事足りる業務の遂行者に対しては、

カウンタをつけて1日に1,000件以上はアクセスできない

ようにすれば、少なくともその人から10万件のデータが流

出することはありません。このように、業務上における必要

最低限のアクセス権と、ITが与えるアクセス権の差を縮めて

いく必要があるのです。

　いずれの対策においても、最後は人です。したがって、啓

発・教育・訓練が対策の重要な要素になります。例えば、社内

で機密文書を作成したら必ずマル秘と記載するとか、自分

のPCから離れる際には必ず画面にパスワードロックをかけ

るとか、そういう細かいことを日々徹底すると、実際には大

きな問題が起こる前の小さな段階で「悪いことはやればで

きるがやらない」という情報セキュリティへの意識を高める

ことができると思います。

　このような枠組みを考えながら、一部の対策がいびつにな

らないよう全体の見渡しがきいている会社は、情報セキュリ

ティがうまくできると思います。この状態が一目瞭然に定量

的にできればさらにいいですね。このあたりも、枠組み、フ

レームワークが担う部分だと思います。枠組みに基づいて

計画すること。日々の小さなリスクを潰すこと。この両面か

らやっていこうというのが、HPの考え方です。

佐佐　勝負をしていれば勝者と敗者は必ず出ます。それは

何の差かというと、人の差なんです。適切な人間を選び、そ

の要求に応えるだけの資源を会社・株主・社長が与えられる

かどうか。つまり、セキュリティオフィサーがこういう方針で

こうやりたいといったら、それを最大限支える選択をプログ

ラムとして提示できるベンダーがいることが一番大事だと

思います。どういう方向へ持っていきたいのかという絵が

ちゃんと描けていて、それをきちんと社内に伝える。それが

非常に大事です。というのも、人間というものは、明確になっ

ていないことについては、自分が置かれた局面において、自

分に有利になるように判断するようにできているからです。

「自分たちの業務の中で注意すべき点を、
現場レベルで一人ひとりが自律的に判断できている企業は、
情報リスクマネジメントがうまくいっています」（田口氏）

田口 篤（たぐち・あつし）氏
1971 年生まれ。早稲田大学大学院卒。日本総合研究所にて、情報システム

のセキュリティ設計などの業務を手がける。1998 年には、情報処理振興事業

協会セキュリティセンター非常勤研究員を兼任し、侵入検出システムの研究開

発に従事する。2000 年KPMGビジネスアシュアランス株式会社入社。リス

ク管理コンサルタントとして数多くのリスク管理アドバイザリ業務を手がける。

システム監査技術者。情報処理学会正会員。情報処理技術者試験委員。
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個人情報保護法と機密漏洩が混同されている

佐藤　今、日本で大きく誤解されているのは、プライバシー

（privacy）ではなく「情報漏洩などのシークレシー（secrecy）」

だけが強調されていることです。しかし、個人情報保護法に

は一条項に「漏えい、滅失又はき損の防止その他の個人

データの安全管理のため」と一言あるだけです。

　情報セキュリティにおいて、漏洩対策は徹底して行わなけれ

ばなりませんが、この法律では、お客様から個人情報を預かる

際にどういう通知をして、どういう場合には同意を得るかにつ

いても定めています。個人情報をどう保護するかではなく、ど

う取り扱うべきかということが求められているわけです。

　企業では、本人からの同意が得られているかの管理と、訂

正や利用停止等の要求があった場合、どうやって本人の確認

をするか。実はこれが極めて難しいのです。法のこの部分は

金融機関や医療機関のことを想定して作られたという背景

があるために、運転免許証などの身分証明書を窓口で確認

することを想定しています。しかし、一般のメーカーが「住

所変更は免許証を持って当社まで来てください、さもないと

ユーザ登録していただいた情報は変更も利用停止もしませ

ん」などということはあり得ないでしょう。ですから、それを

どうするのかということが企業の課題です。

　中長期的には、お客様の個人情報については「お客様ご自

身による管理を」ということになるでしょう。Webベースで

あれば、登録する際にパスワードなどの設定をしていただ

き、訂正や利用停止は、ご自身がパスワードを使って実施す

る。これを進めていくと、業務上、社内のほとんどの人がお

客様の個人情報に直接アクセスする必要がなくなる。つま

り、必要最小限の許可の枠が狭まっていくわけですね。ダイ

レクトメールの場合は最後に郵送ラベルを貼る部署だけが

お客様の住所情報にアクセスできればよく、他の職場にはア

クセス許可を与える必要がない。電子メールアドレスは、一

切アクセスさせる必要がなくなります。

　個人情報保護と情報セキュリティは、役割として区別して

おかないと恐らく混乱を招きますから、情報流出対策以外の

部分で法律に書いてあることを先にやるのがお勧めです。

考え方の1つとして、個人情報流出対策は情報セキュリティ

の部隊に任せたほうがいいのではないでしょうか。

田口　全く同意見です。個人情報保護法のコンプライアン

ス対応といったときには、キーワードが2つあります。①自

分の情報のオーナーシップをどう確保していくかという問

題。利用者の権利をどう守るかということですが、実際には

かなり困難な部分が伴います。②情報流出を中心にした安

全対策、セキュリティ対策。個人情報で難しいのは、ビジネス

インフラとしての側面もあるので、ほかの機密情報よりはア

クセスできる人が多いということです。統制権、オーナー

シップの確保が難しい。個人情報を業務でどう扱っているか

で適用の難易度が全く変わってしまう。

佐佐　まず法律の解釈から入って、法律に足りないものは何

かということを考える必要があります。法律には必要最小限

のことしか書いていないので、それをどう解釈するかが出発

点になるわけです。

　例えば、有効期限。「今回預からせていただくあなたの

個人情報は、2年間を目処に廃棄します」とすれば、提供者

としてもまず安心ですが、今は基本的に無期限です。利用

者からしても、1万件のデータを集めたうちの500件がま

だ生きているから、むざむざ1万件を捨てられない。これ

では時間が経てば立つほど、実用的でない信頼性の乏しい

データがどんどん増えていくことになります。流出した

データに価値があろうがなかろうが、情報が流出すれば補

償が必要になりますから、いつまでも無用なデータを保有

していること自体が企業としてもリスクだという考え方も

必要です。

経営者は ITガバナンスの一環として

情報セキュリティに取り組め

佐佐　最後に、これから情報リスクマネジメントに取り組む

際、経営者がどう考えていったらいいのかということですが、

経営者として難しいのは、50億円の売上の中の25億円を

セキュリティにつぎ込んでも、「素晴らしい」とは誰も誉めて

くれないことです。それで赤字だったら「あんたバカじゃな

佐藤 慶浩（さとう・よしひろ）氏
日本ヒューレット・パッカード株式会社 個人情報管理対策室 チーフ・プライバ

シー・マネージャとして、自社の個人情報保護体制の構築、情報リスクマネジメ

ントに取り組んでいる。情報処理学会正会員。ISO/IEC セキュリティ国際標準

委員会委員。情報ネットワーク法学会（http://in-law.jp/）理事。内閣官房情報

セキュリティ対策推進室 内閣参事官補佐。http://yosihiro.com/business/
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か、IT戦略をどうするのかという視点の中で、情報セキュリ

ティにはどういう要件や制限があるのか、経営者はそうやっ

て情報活用を高める施策の中に情報の保護を、どうはめ込

むかというパズルを組み立てなければなりません。

田口　セキュリティが不要という経営者はまずいません。た

だ、何も事が起こらず、日常業務が行える状態をいかに維持

できるかというのが情報セキュリティの存在意義なので、う

まくいけばいくほど効果が見えにくくなるのも事実です。し

たがって、言葉では大事だとか必要だとかいっていても、そ

ういう企業が実際に十分な「人、モノ、金」を含めたリソース

を準備しているかというと、必ずしもそうではないというの

が実情です。

　自社で守るべき大事なものは何で、それに対してどん

なリスクがあるのか、保護すべきものと、それに対するリ

スク認識を、社内共通のコンセンサスとして確立し、その

結果、どこまでリスク定義し、どこまでリソースを出すかと

いう判断を、経営者自らがしていかないといけないと思い

ます。

　また、経営者自らが情報セキュリティについてコミットメン

トしていく姿勢に、従業員の人たちは感じるものがあると思

いますので、単に「やれ」というだけじゃなく、自ら積極的に

関与していくと、いい方向にいくのではないでしょうか。

「情報活用を高める施策の中に、情報の保護をどうはめ込むかというパズルを
組み立てなければなりません」（佐藤氏）

いか」と逆にいわれてしまう。事業である以上は利益を上

げ、株主に還元し、市場で収益性について好感を持たれる必

要があります。

　あとは、信頼できる相談相手を確保することですね。雇用

関係にある人でもいいし、外部の専門家でも構いません。そ

して、何かを決断したら、必ず自分の言葉として社内に伝え

ること。社長がどう考えているかというメッセージをきちん

と組織全体に伝えることが大事なので、どんなに信頼してい

てもアドバイザやCIOの口からではなく、ご自分で伝えてく

ださい。

佐藤　残念ながら、これで万全という指標がまだない状態で

すから、やはり佐佐さんのおっしゃるように、信頼できる人物

に任せて、そうと決めたらそこは属人的でも構わない、とい

う割り切りをすべきでしょうね。

　私はITガバナンスやIT促進ガバナンスはあっても、情報セ

キュリティガバナンスというのは単独では存在しないと思っ

ています。ITガバナンスが成り立ったら、情報セキュリティは

そのガバナンスの上に乗せていくという考え方がよいと思

います。なぜなら、情報セキュリティは、企業の目的ではなく

要件だからです。個人情報保護をコンプライアンス対策に

位置づける場合は注意が必要です。それでは、必要最低限

のことをノルマ的にやるようになってしまい、情報活用とい

う目的を見失います。情報戦略をどう促進していきたいの
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田中 康夫氏
長野県知事、作家

俯瞰する男たち

今こそ、
匠の「勘性」を磨け！
個の立場からのリアリティを追求し、利用者の視点に立ったサービスに言及してきた

当代随一の書き手――田中康夫氏が長野県知事に就任して4年。

「行政は最高のサービス業」と言い切り、パブリック・サーヴァント※1と

表現者の間をしなやかに往来してみせる異能の知事のノブレス・オブリージュ※2とは。

※1 パブリック・サーヴァント：公務員、役人など、公的機関の職務従事者。田中氏はこの言葉を、私利私欲を持たず、本
質的に社会や住民のためになる行政判断を行う官のあり方を指して用いる。

※2 ノブレス・オブリージュ：高い地位に伴う大きな義務。特に私利私欲や物質的なものとは正反対の精神的・道義的
な使命感をいう。

知事という「権限」の使いみち

　私は知事である前に一人の人間です。物書きにとって生

活のすべてが仕事であるともいえるように、今の私はお風呂

に入っているときでも、長野県をどうするかということを考

えています。公務と私務とが私の中でとりたてて区別され

ているわけではありません。

　知事という肩書きには、一介の物書きであったときとは異

なる権限があります。私はそれを自分やその周囲のためで

はなく、常にまだ見ぬ県民のために使います。その方針に対

しては誰でも意見をいえますし、願わくば一緒に行動して、

結果をまた皆で評価し合うことを望みます。私はこれを、成

果としての民主主義、行動民主主義と呼んでいます。

　私が目指しているのは、今までの日本の管理・集約型社会

から分散型社会を作っていくということ、つまり、すべての人

が自律できる社会の実現です。それを「過去を溶かし、現在

（いま）を守り、未来（あした）を作ろう」という言葉で表現し

ているのですが、従来のピラミッドを壊すとなると、その中

で半分より上の構成要員だった人たちは非常に怖がります。

その人たちがこれを怖がらず、逆にわくわくドキドキするこ

とだと思えるようになったなら、社会はよりよく変化するは

ずだと思うのですが。

　しかし、いきなり壊すとリバウンドがありますので、ゆっくり溶

かしていってあげることも必要でしょうね。よい意味で「気が

ついたら安楽死」というのが一番いいのかもしれません（笑）。

「顔の見える社会」を目指して

　経営者やビジネスマンが保守的であってはいけないと思い

ます。変化を怖れているようでは「ビジネスマン」ではなく、
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単なる「給与所得者」になってしまいます。残念なことに、権

力に決して屈しない人はたくさんいるのですが、明確な責任

をとらねばならなくなったとき、そこから逃げない人はごく

稀です。少なくとも私には、屈しない、逃げないという自負が

あります。組織の上で私が把握していないことを職員がやっ

たのであれば、それは最終的には私の責任です。私は自分

の責任を決して他人には押しつけません。

　しかしながら、日本は今もって匿名の社会なんですね。たと

えば広島の原爆ドームに行きますと、「安らかにお眠りくださ

い、過ちは二度と繰り返しません」と書いてありますが、誰が

誰に対してそういっているのかよくわかりません。日本語は

主語がなくても通じてしまう言語で、これが他の国の言葉と

の大きな違いです。こうした心智（メンタリティ）※3が底にあ

るために、物事が皆、匿名の世界で決まってしまうわけです。

　今の私はリーダーですから、長野県民や日本のためだけでは

なく、市民、シチズンのために、顔の見えるシチズンによるソー

シャルなソサエティを長野県で実現したいと考えています。

お天道様直轄の体内サーモスタット

　私個人についていえば、特に強い人間でもバイタリティの

持ち主でもないと思います。ごく普通じゃないでしょうか。

もしかしたら、ちょっと鈍感なのかもしれませんが（笑）。た

だただ社会をよりよくしたい、そういう思いが私を衝き動か

しているのだと思います。　

　24年間、「お前なんかの書くものはいつか読まれなくな

る」といわれ続け、「そんなことはない」という恍惚がある一

方、私の考えが理解されなくなり読者がいなくなったらどう

しようという不安がないわけではありません。でも、そうなっ

たときには、フリーターとして渋谷の公園通りを歩き、そこで

笑われることで何かが書けるかもしれない、そう考えます。

体育会的精神とはまったく違う意味で、私にはこのような

「なにくそ」精神があるようですね。

　私は基本的に既成概念を信じません。たとえば、公園通り

で「あ、康夫ちゃんだわ」という女性の声が聴こえてきた場

合、その嬌声の中には何千分の一かの小馬鹿にした感情が

混じっていることがあります。逆に「田中康夫だぜ」というド

スのきいた男性の声の中に「負けるなよ」というニュアンス

が汲み取れることもある。24年間、私はそういうことを毎日

肌で感じて生きてきたわけです。

　私を育てた祖母や両親の影響も少なくないのでしょうが、

根本的に「お天道様の下では決して悪いことをしない」とい

うサーモスタットが私の中にはあって、それが「常に自分で

判断する」という姿勢を培ったのだろうと想像します。

「原産地呼称管理制度」と「インフォームドチョイス」

　どんなにテクノロジーが進化し、IT社会になったとしても、

結局のところはパーソナルなリンクがすべてです。情報も

ネットワークも悪名高き日本のハコモノとは異なって、ただ

そこにあるということに意味があるのではなく、私たちがそ

れをどう使うかが重要なのだと思います。

　たとえば、消費者は曲がっていても旨いキュウリを欲して

いるかもしれない。しかし、曲がっているものは箱に入らな

いという効率主義の中でバグになっているのが現状です。

もしかしたらそのバグの中にこそ、次を拓くものがあるかも

しれないにもかかわらず。こうした偏差値主義的な等級付

けはある意味で銀行の査定と同じではないでしょうか。「上

場企業に勤めて持ち家があるからこの人に融資する」ので

はなく、各々の頭脳や将来性を鑑みて投資を行うべきなの

です。

　このあたりを識別する勘所、勘性※4は、まさにマイスター、

職人、匠のものです。匠の人は、往々にして社会性がなかっ

たり、生活感覚が他と違っていたりしますが、知性や教養を

超越した彼ら独特の嗅覚、勘性こそが、これからの社会をど

う変えていくかということを改めて考えるときに、非常に大

きな示唆を与えてくれるように思います。

　さて、長野県では2003年春から「原産地呼称管理制度」※5

を導入しました。これは日本酒でいえば、県内のどこの米、ど

んな水、どのような醸造方法かというドキュメントを明確に

して、その上でソムリエの田崎真也氏※6をはじめとする食の

目利きたちが、毎年、長野産の農産物やその加工品に認定・

少なくとも私には、屈しない、逃げないという自負があります。
私は自分の責任を決して他人には押しつけません。

※3 心智（メンタリティ）：人の思考力、
判断力の総合的なあり方。田中氏が

「メンタリティ」というときは、常にこの

表記を用いる。

※4 勘性（かんせい）：何を感じ、何を
取り入れるか、その勘どころをつかむ

能力のこと。田中氏がよく用いる言葉

のひとつ。

※5 原産地呼称管理制度：農産物およ
びその加工品の原産地が長野県であ

ることを保証する制度。それらの要素

を満たした上で、食の目利きたちによ

る厳しい官能審査に合格したものだけ

が認定される。本管理委員会会長は長

野県在住のエッセイスト・玉村豊男氏。

※6 田崎真也氏：ソムリエ、長野県原
産地呼称管理委員会顧問。1995年、
第8回世界最優秀ソムリエコンクール
優勝。日本にソムリエという概念と言

葉を定着させた最大の功労者。
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格付けを行う制度です。

　これによって認定された商品は、当然、市場価格が上がり

ます。それは目利きたちの選別眼の確かさによるものかも

しれませんが、インフォームドコンセント※7をされたからに

は、それを選ぶ人が自分でインフォームドチョイス、すなわち

情報を選別する力を持たなくてはいけません。プロが選ん

だものだからいいのではなくて、自分の中に自分なりの座標

軸を作り、その味わいがどこに位置するのか、各個人が常に

無意識の中で考えていく必要があるわけです。結果、その商

品の末端価格に多くの人が納得し、支持され続けるのであ

れば、それがブランドというものに育っていくわけです。

　こうした試みが、いまだ認定されない農産物をつくってい

る人たちのモチベーションを上げ、さらに長野県民個々の自

律をも促し、市場や日々の暮らしを活性化させていくことに

つながることを期待しています。

発言し行動するドナルドダックであり続けたい

　これまで、日本の物書きや文化人は、安全地帯で発言して

いるだけでした。いや、もはや発言すらしなくなってしまった

観があります。しかし私は永遠に社会的発言を行い、そして

社会的行動を行っていきます。計画を立てるためのミーティ

ングほどくだらないものはありません。そんな時間があった

ら、まずやろうと思うことからやりましょう、というのが私の

考え方です。その中で走りながら修正していけばよろしい。

私はこれをいい意味で無計画な「朝令暮改」と称しておりま

す。逆にいえば、私のそういうスピードについてこられる人

が、一緒に改革を進めていける同志なのだと思います。

　先日、県内各地で防災訓練を行ったとき、ある保育園児の

男の子が「この人知ってる、やっしー※8だ、やっしーだ、この人

は対決してる人だ！」というんです。「何でそんなことを知っ

てるの？」と聞くと「テレビで対決してた」と（笑）。白洲次郎

※9が「子供は真実を見抜く。子供に好かれぬ人物は俗物」と

いっているのですが、私は長野県の子どもには極めて愛され

ていると思いますよ。子どもが私に寄ってこなくなったら、あ

る意味、私は田中康夫でなくなる、と肝に銘じております。し

かし、そうなったら、マスメディアなどは「田中知事も大人の分

別が出た」などとバカなことをいうのでしょうね（笑）。

　常に自分の思ったことしかいわないのですから、自分では

こんな誠実な人もいないと思っています。周囲の様子を窺

わないわけでもないのですが、やはり思ったときにすべてを

いってしまう。アメリカ的な精神のあり方は苦手なのです

が、あえて最も苦手なウォルト・ディズニーの世界でいうと、

私は優等生で人気者のミッキーマウスではなく、ドナルド

ダックなのです。ドナルドダックはいつもガミガミうるさいこ

とをいって、皆から「また、何をいっているんだよ、ドナルド」

と思われています。でも、あとになってドナルドのいっている

ことが正しかったことがわかったりすると、ドナルドはちょっ

と「えっへん！」といばってみせるだけで、またすぐに新しい

いたずらを始めてしまう。私はそういうドナルドダック的ト

リッキースターであり続けたいと思います。

　このように、従来の知事像というものがあるとしたら、私

は極めて奇異な存在の知事であり、長野県民は田中康夫と

いう世界に二つとないDNAの持ち主をリーダーに選んだイ

ンディヴィジュアル※10な人たちだということができるので

はないでしょうか。

田中 康夫（たなか・やすお）氏
長野県知事、作家。1956年、東京生まれ。小学校から高校までを長野で過ごす。1981年、一橋大学法学部卒業。大学在学中に著した『なんとなく、クリス
タル』（（新潮文庫）で文藝賞受賞。以後、作家として活躍。利用者の視点に立ったサービス論など、独自の評論には定評がある。阪神・淡路大震災でボラン

ティア活動に従事、神戸市営空港建設反対運動などを経て、2000年、長野県知事に立候補、圧倒的大差で当選。2002年7月、県議会からの不信任を受け
て失職、同9月、県民から圧倒的支持を受けて再選を果たす。主な著書に、『田中康夫が訊く～食の極み』（光文社）、『ナガノ革命638日』（扶桑社）、『憂
国呆談リターンズ』（浅田彰氏との共著／ダイヤモンド社）、『田中康夫主義』（ダイヤモンド社）など。

※著書紹介

『憂国呆談リターンズ～長野が動く、

日本が動く』（ダイヤモンド社）

長野県知事・田中康夫氏と知の仕掛け

人・浅田彰氏による対談集。過激なま

でに率直な二人の論客が、迷走する世

界、行き詰まりの日本、そして知事選に

揺れる長野について、縦横無尽に語り

尽くす（2000年秋～2002年夏まで
の対談を収録）。

※田中康夫氏オフィシャルサイト

http://www.yasu-kichi.com/

※7 インフォームドコンセント：「説明と
同意」または「知らされた上での同

意」。医療現場において、患者は医師か

ら十分な説明を受け、治療方針を選択

する権利がある、という考え方をいう。

※8 やっしー： 田中氏の愛称であると
ともに、長野県の県獣カモシカをモチー

フにした田中知事のシンボルマスコッ

ト。長野県知事・田中康夫氏の胸には常

にやっしーのバッジが留まっている。

※9 白洲次郎：1902生まれ、1985
年没。若くして英国ケンブリッジ大学に

留学。戦後、吉田茂に請われ、対米交渉

に従事。アメリカ人と対等に渡り合った

唯一の日本人と称された。生涯、自身

の原則に則った自由な生き方を貫き、

真の個人主義者として、最近、再評価さ

れている。

※10 インディヴィジュアル：独特の、個
性的な、独立した、個人主義的な。
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変化への迅速な対応が勝利につながる

　2004年のF1日本GPは、台風22号が近畿地方を直撃

した結果、F1史上初の「予選・決勝同日開催」となり、それに

対応するチームのオペレーションも変更を余儀なくされた。

GP初日のフリー走行は、ヘビーウェットコンディション（大

雨）の走行でデータを取得・蓄積。2日目のフリー走行は豪

雨で中止となり、初日のテスト走行での調整と決勝当日の予

選走行のデータを元にレース本番に備えるという展開に

なった。

　決勝は快晴となり、チームは2回の予選で収集したデー

タ、過去の鈴鹿サーキットのデータを参考にして、ピットでシ

ミュレーションを行い本番でのレース戦略を検討する。実際

のシミュレーションは、鈴鹿サーキットのピットにいるエンジ

ニアと、イギリスのウィリアムズ本社、ドイツのBMWが連携

してデータを整えることで、現場で指揮を執るレース・ディレ

クターやテクニカル・ディレクターの意思決定を支える。

　コース上にはまだ水たまりがありタイヤ選択が難しい予選

1回目で、ラルフ・シューマッハは3位、ファン・パブロ・モン

トーヤは18位。2回目の予選はハーフウェットへと路面状況

が変化し、決勝は確実にドライになることが予想される。こ

の2回の予選で収集されたデータを元に、本番のレースに

Case Study
どんな状況でも
最高のポテンシャルを引き出す
BMWウィリアムズ F1チームを支えるHPのテクノロジーとサービス

BMWウィリアムズ F1チーム

台風の影響でF1レース史上初の予選・決勝同日開催となった日本F1グランプリ。ウェットか

らドライに変わる路面状況のなか、BMW FW26を操るラルフ・シューマッハはフェラーリを

駆る兄ミハイルに次いで2位に入賞し、マシンとチームの変化適応力の高さを示した。この高

い変化適応力をシステム面で支えたのが、2000年からBMW ウィリアムズ F1チームの主

要スポンサーとして活動しているHPのテクノロジーとサービスだ。
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備えたシミュレーションが行われ、タイヤの選択、ピットイン

のタイミングなど、レース戦略が決定される。

　そして決勝レース、ラルフ・シューマッハはスタートを決

め、終始2位をキープ。モントーヤは13位から猛烈な追い

上げで7位まで順位を上げ、両ドライバーともポイントを獲

得した。今回の日本グランプリは、刻々と変化する状況のな

か、いかに素早く対応できるか、そのための仕組みと体制を

どのように築いているかが明暗を分けることとなった。

　こうしたレース本番の強さを支えていたのが、HPのテク

ノロジーとサービスだ。どこよりも速いマシンの開発から、

変化し続ける状況にアダプティブに対応し迅速な意思決定

を行うまで、HPは最新のテクノロジーとサービスを駆使して

BMWウィリアムズF1チームをサポートしている。

バーチャル試運転でマシンテストを実施

　BMWウィリアムズF1チームは、シャシーとチーム運営が

ウィリアムズ、エンジンはBMW、ITはHPという3チームで

編成されている。これら3チームが一丸となって、F1で勝つ

ための条件＝どこよりも“速く走ること”に全力を尽くして

いる。

　デザインや開発、風洞実験やテスト・セッション、レース計画

といったすべての分野において、マシンが常に最高の走りで、

どんな競争相手よりも速く走行できるよう調整することが必

要となる。モータースポーツの頂点であるF1では、テクノロ

ジーがチームを支え、そして最高のマシンを作るための要だ。

　テレメトリー・システムはマシンとピット・チームを結ぶ重

要な連絡手段であり、またCADとCFD（コンピュータ流体

力学）は速いマシンのデザインと開発に欠かせない。HPは

コミュニケーションとエンジニアリング両面からチームをサ

ポートする。

　イギリスのグローブにあるウィリアムズF1本部の使命は、

BMW FW26の2004年に舞台となる18のサーキットに

おける走りをシミュレーションし、走行の最適化を含むすべ

ての開発を統括する。各トラックにマシンを直接運ぶのでは

なく、チームがトラックで直接入手したトラックのデータをマ

写真1 変化への迅速な対応によって
日本GPで2位を勝ち取ったBMW
FW26

写真2 テレメトリー・システムはマシン
とピット・チームを結ぶ重要な連絡手段

シンデザインに取り入れるのだ。

　実物のレースマシンそのものを扱う上で、何百MBもの

データをHP ProLiantサーバや強力なHPテクノロジー・ネッ

トワークに保存することで、チームはマシンがサーキットを

高速に走れるよう分析することが可能となる。これに伴い、

F1の世界に必要不可欠な設備である油圧シミュレータが重

要になる。

　マシンを振動させることから“振動装置（シェイカー・リ

グ）”の愛称で知られる油圧シミュレータは、サーキット上で

のマシンの走行分析を担う。一連の油圧ピストンを用いて、

実際にサーキットを走行しているマシンの各ホイールの遠

隔測定データから、油圧シミュレータ（リグ）の動きを作り出

す。コンピュータ・プログラムがサーキットデータを分析し、

シミュレータによって道の隆起だけでなく空気抵抗の影響

や縦揺れ（マシンが加速しているときやブレーキ使用時によ

る車体の上下運動）、横揺れ（コーナリングのときにシャーシ

にかかる荷重によるもの）などを再現する。

シミュレータを使って実物のデザインを行う

　振動装置は、最高のコンディションでマシンをレースに送

り出すための必要不可欠な装置だ。レースを目前にして、
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チームはシミュレーションを通して実際に走るコース上での

マシンの走りを予測し、足りない部分の補足やマシン自体の

調整を行う。「我々は通常、レース1週間前にマシンの走行

シミュレーションを行う」とサイモン・ウェルズ（ウィリアムズ

F1のプロトタイプ並びテスト責任者）は語る。

　テスト・プログラムの間、マシンを一連の模擬ラップで走ら

せながら、ホイールやタイヤ、サスペンションなど、レースに

向けて準備を万全に整える。各シミュレーションが終わるた

びに、チームはマシンの走りの質をより高めようとフロントと

リアホイールの両方のサスペンション・ダンパーを調整する。

最初に行われるテスト・プログラムは別として、レースチーム

がトラックに到着した時点でシミュレータ（リグ）がマシンに

取り付けられる。ドライバーのモントーヤとラルフ・シュー

マッハはそれぞれマシンをサーキット上で走らせ、この間に

ファクトリーのエンジニアたちはシミュレータを使って走行

テストを行い、現場のエンジニアにさまざまな要求や指示を

出したりする。「一度トラックデータを入手してそれらから得

た結果を分析すれば、私たちはトラックで待機するレース・

エンジニアたちに最高のプランを届けることができる」と

ウェルズは語る。

　油圧シミュレータは、レースカーそれぞれにおけるデザイ

ンの構想や開発段階においても必要とされる装置だ。初期

段階のデザインは大抵の場合、仮想の地形に合わせてHP

AlphaServer上でCFD（計算流体力学）を用いて考えられる

が、デザインチームはシミュレータを使って実物のデザイン

を行う。この装置とデータ設備の組み合わせ、 HPテクノロ

ジーのコンピュータを用いることで、BMWウィリアムズF1

チームは最先端の技術を得ることができ、レース優勝にさら

写真3 車載コンピュータのデータを
ノートPCにダウンロード

に近づくことができる。

テレメトリー・システムによる走行データの収集・分析

　サーキットではテレメトリー・システムが活躍する。ファク

トリーでもCADや仮想シミュレーションを使用する。測定

データのグラフの解析と3Dモデリングはテクノロジーと非

常に関係している。その中でも、テレメトリー、デザイン、テ

スト走行等、さまざまなデータを安全に保存し、いつでも利

用できるようにまとめることは、すべてのF1チームにとって

最重点事項だ。

　BMW FW26がサーキットに運ばれると、そのテレメト

リーデータはすべてピットに送られる。そしてマシンがガ

レージに戻ると、専門家がケーブルをマシンに接続し、車載

コンピュータのデータをHP ProLiant DL360サーバにダウ

ンロードする。今回の日本GPでもテレメトリー・システムが

活躍したことは前述の通りだ。「マシンがトラックを走るとき

に収集するデータは約1GBです」と語るのはウィリアムズ

F1の IT開発マネジャー、ニール・デービス。テストは1回平

均4日間で、普段1回のテストに3台のマシンを持って行く

ので、マシン1台だけで約12GBのデータが発生する。

　また、レース中にチームが集めるデータはテレメトリーだ

けではない。レポート、デジタル画像、その他の追加の必要

事項や情報がエンジニアや専門家によって参考として使用

される。それらすべてのデータはファクトリーにも送られ、

チームは日々増加するデータを管理し保管する設備が必要

になる。

　年々、データは増加する一方だ。メインであるマシンデ

ザインや製造、評価等、そしてあらゆる工程でこれらの保存

データが必要になるからだ。コンピュータのシミュレーショ

ンは、HP AlphaスーパーコンピュータとLinuxクラスター

で、ウィリアムズF1 BMWの3Dバーチャルモデルを使用

して行われる。それらはHP ProLiantサーバの直リンクを

経由し、データへの素早いアクセスを実現しなければなら

ない。

　それらのシステムと一緒になるCFDプログラムは莫大な

量になる。スーパーコンピュータがデータを計算するには動

作が速いSANを経由する必要があり、そこでCGFデータが

作成される量は1年で20TBにも上る。F1はコンピュータ

やストレージはもちろん、アダプティブなシステムを鍛える

坩堝でもある。こうしてF1で鍛え上げられたHPのテクノロ

ジーとサービスは、ビジネスの世界にフィードバックされ最

適なソリューションとして提供される。
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HP Information 1

　「パソコンの父」と呼ばれるアラン・ケイ博士は、子供のコ

ンピュータ教育をライフワークとした活動を行っています。

現在、自ら開発した教育向けのコンピュータプログラミング

言語「スクイーク」の普及に注力。日本でも、京都市が中心

となった「ALAN-Kプロジェクト」※1において、スクイークを

使った教育を展開中です。

　HPではグローバル・シチズンシップの一環として、特に教

育分野と社会・経済的弱者に対する支援に重点を置いた活

動を展開。日本でも、スクイークのみならずITを使った教育

を支援するために、小中高校にサーバやノートPC、プリンタ

などを寄贈しています。しかし、未来を担う子供たちの育成

には、資金やモノの提供だけでなく、直接人と人が触れあう

人的な面でのサポートも欠かせません。

“Squeak”を用いた教育プロジェクトをサポートする
ボランティアチーム「HP-Squeakers」がスタート！
2004年11月17日、日本HP荻窪事業所において、「Squeak（スクイーク）」の開発者
でありHPのシニア・フェローでもあるアラン・ケイ博士（写真左）を招き、彼が開発した
スクイークを用いた教育プロジェクトを支援する社内ボランティア組織「H P -
Squeakers（スクイーカーズ）」のキックオフセレモニーが開催されました。

　そこで日本HPでは6月から、子供たちのIT教育に興味の

ある社内ボランティアを募集した結果、約80名がHPスク

イーカーズとして結集。そのキックオフセレモニーにアラ

ン・ケイ博士が参加し、「重要なプロジェクトは熱意から生ま

れる」と今後の活動への期待を述べました。また、実際にス

クイークを使っている杉並区立和田小学校の児童のワーク

ショップが開かれ、早速HPスクイーカーズが子供たちをサ

ポートし、今後のスクイーク普及をアピールしました。

※1 ALAN-Kプロジェクト:アラ

ン・ケイ博士の開発した「Squeak
を用いた教育プロジェクト」の取

り組みの日本における活動。京都

大学と京都市および関係機関（京

都市教育委員会、京都ソフトアプ

リケーション）が中心となり、

ALAN-K（Advanced LeArning

Network in Kyoto）プロジェクト

を2002年9月より3年間計画で

実施中。京都市立御所南小学校、

京都市立高倉小学校、京都市立

京都御池中学校、京都市立堀川高

等学校、京都市立西京高等学校な

どが実施している。

米国ハーバード・ビジネススクールとの
コラボレーションによる
「第1回 HPエグゼクティブ・アカデミー」開催！
2004年11月18～20日、箱根プリンスホテルにおいて、「第1回 HP エグゼクティブ・
アカデミー」が開催されました。本セミナーは、日本HPと米国ハーバード・ビジネスス
クール（以下HBS）の協力で企画・実施されたものであり、今回、HBSのF・ウォーレン・
マクファーラン教授（写真）を特別に招聘して行われました。

部教授 國領二郎氏、フューチャーシステムコンサルティング

株式会社取締役副社長 碓井誠氏、株式会社アイ・ティ・アー

ル代表取締役 兼 META Group アナリスト内山悟志氏に

よるパネルディスカッションが行われ、「IT does not matter.

or IT does matter.」をメインテーマに、どこまで ITをコモ

ディティ化するか、アウトソーシングするかなど、さまざまな

視点から IT投資戦略のあり方が討議されました。

　これまでのただ参加するだけのセミナーではなく、自ら

積極的に学び、発言する今回の実践的なアカデミーに、多く

の参加者が「大いに役に立った」と高い評価を与えていま

した。

　日本の主要企業のエグゼクティブ、約50名が参加された

今回のセミナーは、世界中のエグゼクティブから高い評価を

受けているHBSのエグゼクティブ・エデュケーション・プログ

ラムをベースとしているだけに、テーマの選定やセミナーの

進行も実践的かつダイナミックに展開されました。

　初日のレセプションに続いて、翌日はHBSで実際に使用

されている教材を用い、「キャセイ・パシフィック航空」と「シ

スコシステムズ」のIT事例研究が行われました。小グループ

に分かれての議論、さらにその後は全体討議を行い、ビジネ

スを成功に導くIT投資戦略に関する理解を深めました。

　最終日は、マクファーラン教授、慶應義塾大学環境情報学



18  HP Enterprise Magazine WINTER

によっては多大な被害につながります。さまざまな意味で、

トップダウンとボトムアップでのアプローチが必要になって

きています」と、今までとの違いを語るのは、日本HPコンサ

ルティング・インテグレーション統括本部 ネットワークシステ

ム本部 セキュリティソリューション部の栗田晴彦ビジネス開

発担当マネージャだ。

「4つのセキュリティ・ソリューション・ファミリー」で

柔軟で強固なトータルセキュリティを提供

　こうした点を意識して、ソリューション・ベンダーは相次い

でトータル・セキュリティ・ソリューションを打ち出している。

しかし、既成のソリューションを一律に適用するだけでは万

全とはいえない。企業の置かれた状況やニーズに基づいた

ソリューションの活用が不可欠なのである。

　例えば、今までセキュリティ対策を積極的に行ってきた企

業であれば、個人情報保護という視点から再度セキュリティ

体制を見直し、弱点を補強する解決策を導入する必要があ

る。特にワン・トゥ・ワン・マーケティングを目指してCRM を

整備してきた先進的な企業では、業務レベルでそれらの情

報の取り扱いに対する配慮がすでに浸透しているので、さら

なる強化点として、フレームワークの整備（全社レベルでの

セキュリティ意識の向上）が求められるのではないだろう

か。 反対にこれから取り組む企業の場合は、早急に組織とし

ての責任を明確にし、トップマネジメント主導で短期・長期対

策を実施する必要がある。

　HPでは、お客様の状況やニーズに応じて、将来を見据えて

のセキュリティフレームワーク策定から、安全にビジネスを継

続するための柔軟で強固なセキュリティ・ソリューションを提

HP Information 2

日本ヒューレット・パッカード株式会社

コンサルティング・インテグレーション統括本部

ネットワークシステム本部 セキュリティソリューション部
ビジネス開発担当マネージャ

栗田 晴彦

図1 HPの提唱する4つのセキュリティ・ソリューション・ファミリー

経営を直撃するセキュリティ問題

　2005年4月の個人情報保護法全面施行が目前に迫り、

企業の対応も待ったなしの状態にある。5,000人以上の個

人情報を扱う企業・団体は、個人情報の入手、保管、利用等に

対する対策が義務づけられ、違反すると6カ月以下の懲役

または30万円以下の罰金が課せられる。セキュリティは今

や企業にとって経営課題であり、これを機に散在する情報の

店卸しを行い、 経営レベルからセキュリティ問題をきちんと

位置づけるという動きが増えている。

　各企業とも、一般的な情報保護やシステムへの侵入防止、

ウイルス攻撃などには取り組んできていたが、 来年に施行

される個人情報保護法や方々で起こる問題などを受け、情

報の店卸しや取り扱い見直しを行うなど、ここ数年でセキュ

リティに対する考え方も大きく変わってきている。

　「企業内での情報資産価値が今までとは大きく変化し、 そ

れらの取り扱い方が非常にセンシティブになり、情報の種類
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経営課題となったセキュリティ
柔軟・強固なセキュリティ・ソリューションによって
安全なビジネスの継続をサポート

個人情報保護法の施行に向けて、各企業ではセキュリティおよび情報マネジメントの見直

しにかかっています。今や経営課題ともいえるセキュリティマネジメントにおいて、現場で

のウイルス対策など侵入防止を重点にした今までの要塞型のセキュリティ対策から、 マネ
ジメントも含めたセキュリティフレームワークの策定まで、広範囲なセキュリティ対策が必

要となってきています。局所的な対策ではなく、 人的、技術的な要素を俯瞰した「枠組み」
としてセキュリティを捉えないと、企業の存続も危うくなりかねないのが現状です。HPは
お客様の状況やニーズに応じた柔軟で強固なセキュリティ・ソリューションを提供、安全な

ビジネスの継続をサポートします。
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供。ワールドワイドで培ったセキュリティ技術とノウハウを集大

成した「セキュリティ・ソリューション・フレームワーク」とそれ

を具現化する各種製品、サービス、ツールによって、お客様の

ビジネス継続と強固なセキュリティを両立させる（図1参照）。

今、必要性の高まっている

「アイデンティティ・プロビジョニング」

　「HPは4つのカテゴリで最適なソリューションを提供しま

す。他社にない特長はいくつもあるのですが、ここでは、アイ

デンティティ&アクセス・マネジメントとセキュリティ・システ

ム・マネジメントの特長をご紹介します」（栗田マネージャ）

　企業内情報の保護には、アクセス権限を持った人しか情報

を利用できないようにすることが必要だ。そのためには

ユーザ認証が基本となる。一般的にはアプリケーション利用

時にユーザ IDとパスワードによって認証を行う。

　アプリケーションごとにユーザ認識を行い、ユーザごとに

きちんとアクセス権限を設定することは机上では可能だが、

実際の運用ではほとんど不可能に近い。複数のアプリケー

ションごとにIDとパスワードを発行しても覚えることができ

ないので、付箋に書いて画面に貼ったり、誰でもわかるパス

ワードを使うことになるのだ。

　また、多くのシステムを管理する側の負担も大きくなり、

セキュリティ上のミスを誘発する危険性がある。これらは

オープン化の進展によるマイナス面であり、ICカードの導入

や指紋認証を採用すれば認証の強度は上がるが、コストが

膨大にかかるという短所がある。

　これらの問題については、アイデンティティ&アクセス・マ

ネジメントの基盤（インフラ）を構築することで解決を図れ

るとHPでは考えている。つまり、統合的なアクセス管理、ア

イデンティティ管理を行えば、全社のセキュリティレベルが向

上する上、シングルサインオンも実現でき、ICカードや指紋

認証などの導入も容易となる。

　そのときのキーポイントは「アイデンティティ・プロビジョ

ニング」（図2参照）をしっかりと行うこと。具体的には、人事

システム、部門ディレクトリ、ネットワークシステム、アプリ

図2 アイデンティティ&アクセス・マネジメントのメニュー例
「アイデンティティ・プロビジョニング」

ケーションなど、企業内で散在しているデジタルID情報の生

成、同期、変更、廃棄などにかかわるライフサイクルを自動

化・一元化し、常に整合性のとれる形にする。これによってビ

ジネス上のワークフローに従った情報の変更、パスワードの

一元管理、ユーザ自身のデータのセルフメンテナンスなど、

効率的なセキュリティ管理が実現できるのである。退職者の

ユーザアカウントを悪用して情報を盗み出すことなどへの

対応を考えると、多くの人が多くのシステムを利用する現

在、アイデンティティ管理は急務である。

「検疫システム」でエンドユーザPCにおける

情報保護およびウイルス対策を実現

　そして今日最も悩ましいPCからの情報流出やウイルス侵

入に対して、HPは「検疫システム」（図3参照）ソリューショ

ンを提供する。これによって、既存の技術や製品では対応し

にくい、不正持ち込み PCやウイルス感染の可能性のある

PCによる個人データへの脅威に対応することができる。

　検疫システムは、未認可のPCやウイルス、ワーム感染の

危険性が高い PCのネットワーク接続を防止する。既存の

ネットワーク環境のままでPCの認証と検疫を実施し、許可

されないPCはその場で隔離、治療可能な環境への接続や

治療終了後のユーザネットワークへの再接続を自動的に行

うので、運用の手間もかからない。

　「HPのセキュリティ・ソリューションの強みは、国内外での多

くのセキュリティ分野の経験や実績をベースに、最適なソ

リューションを組み合わせることができる点にあります。つま

り、マネジメント分野で定評のあるHP OpenViewによる統合

的なセキュリティ管理を中心として、OS、ハードウェアの部分

に組み入れたセキュリティ対策や、ベスト・オブ・ブリードのパー

トナー製品が統合され、柔軟にニーズに対応できるのです。

　今日、セキュリティ問題は複雑化しわかりにくくなっていま

すので、よく知っているところに相談して、どのように考えたら

いいのか、本当に必要なものは何かを検討することが大切で

す。HPは、お客様のよき相談相手として最適なセキュリティ・

ソリューションを提供することができます」（栗田マネージャ）

図3 セキュリティマネジメントのメニュー例
「検疫システム」
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人気の iPAQ Pocket PC h2210が当たる！
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iPAQ Pocket PC
h2210

場所や時間を選ばず、スマートに使える

世界最小・超軽量のコンパクトボディ。

カードスロットを２つ搭載。

2004年度
長野県原産地呼称管理制度

認定ワイン
ドメイヌソガ シャルドネ
ムラサキヴィンヤード2003
（720ml 白 辛口）

長野県原産地呼称管理制度認定ワインの中で

も特に田中康夫知事おすすめの一品。エレガ

ントな樽香と果実味が印象的な辛口白ワイン。

（長野県小布施ワイナリー産）
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